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1. はじめに

　エジプト西部砂漠のオアシス地域では、20世紀半ば以降、政府主導の大規模な地下水
開発・開墾が進められてきた結果、塩害の進行や水資源の持続的利用が深刻な課題となっ
ている。一方で食糧需要は高まっており、当地域でも増産が行われている。こうした背景
のもと、地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム（SATREPS）の一部として、「エ
ジプト西部砂漠のオアシス社会における住民の理解と参画を軸とした水・土地資源の持続
的利用モデルの構築」を題目とした研究プロジェクトが実施されている。その中で、塩害
の発生や、それに対して、農民の問題意識が不十分であることや識字率が低く専門書など
を読まないことなどから、スマートフォンアプリを用いて、直感的に農作業の記録をし、
データベースを作ることで、農業において塩害や水利用の観点からの課題を抽出したり、
社会学において文化的な記録を社会学の研究にも役立てることが期待されている。

2. 目的

　本研究の目的は、オアシス農業における水資源管理および塩害抑制に資するAIアプリ
ケーションを開発し、現地農家の意思決定を支援することである。具体的には、方言音声
入力への対応や、テキスト・画像・環境データを統合した解析により、誰もが利用可能な
営農支援基盤の構築を目指す。

3. 方法

　本研究は、日本およびエジプトの研究者からなる国際共同チームにより実施され、エジ
プト側では国立リモートセンシング宇宙科学機関（NARSS）の教員および学生が開発に参
画した。まず、現地農家の実態に基づき、識字率の低さや専門知識へのアクセスの困難さ、
水利用や塩害に対する問題意識の不足といった課題の整理を行った。
その結果、文字入力に依存しない音声インターフェースと、直感的に利用可能な記録機能
の導入が不可欠であることが明らかとなった。一方で、現地で用いられる方言は標準アラ
ビア語と異なるため、音声入力を標準語へ変換する機能の必要性が確認された。

これを踏まえ、本研究では、農民が日々の農作業や灌漑状況を記録できるマルチモーダル
入力（テキスト・音声・画像）機能を中核としたシステムを設計した。音声はテキスト化
および標準語変換を行い、画像については分類・物体検出により内容のラベル付けを行う
ことで、農業活動および生活に関するデータを構造化して蓄積する。音声のテキスト化、
及び方言翻訳は、AIを学習させる。教師データには、本プロジェクト内で住民への定期
的な聞き取り調査を行っており、その音声データを、エジプト側メンバーによりテキスト
化したものを用いる。

さらに、これらのデータを時系列で整理し、農民ごとの行動や課題を分析する仕組みを構
築する。加えて、土壌水分・気温・湿度などのIoTセンサーデータや、天候・市場価格な
どの外部データと統合することで、水利用や塩害に関する課題の可視化を図る。データは
NARSSのサーバーに蓄積し、分析基盤として活用する。

また、継続的なデータ入力を促進するため、情報提供や報酬付与などのインセンティブ設
計および UI/UXの検討を行う。
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これらの課題把握基盤（Phase 1）に加え、蓄積データに基づき個別最適化された助言を
生成するAI機能（Phase 2）として、AIチャットボット、画像診断、専門家連携、プッ
シュ型通知などの実装を構想した。現段階では、農業技術資料を学習させたAIチャット
ボットをウェブ上に実装し、基礎的な問い合わせ対応が可能なプロトタイプを構築した。

4. 結果

　PDF化した文献を学習させ、チャット形式で内容について答えるチャットボットのプロ
トタイプとして「オアシス君」（Fig1）を開発し、これをもとにその他機能を追加する
UIを設計したのが Fig2である。ユーザーが作物の状態が分かる写真とともに作業の記録
を文字または音声で入力・投稿すると、地図上で各地点の状態が分かる設計としている。

一方で、本研究の中核である農作業記録の蓄積機能や、音声入力・画像解析・IoTデータ
との統合については現在開発段階にあり、2026年夏以降の現地実証導入を目指している。

5. おわりに

　本研究は、オアシス地域における水資源管理および塩害問題に対し、農民の理解と参画
を促すデータ駆動型の営農支援基盤の可能性を示した。特に、音声入力を中心とした直感
的な記録機能により、これまで十分に把握されてこなかった農業実態や課題を蓄積・可視
化する点に特徴がある。今後は、Phase 1で構築するデータ収集・分析基盤の実装と現地
実証を進めるとともに、Phase 2としてAIによる助言生成機能を高度化し、灌漑管理の最
適化および塩害抑制への具体的な貢献を目指す。

Fig.1
オアシス君チャットボット画面

Fig.2
オアシス君画面（左：画像投稿、中：音声入力・方言翻訳、右：地図表示）
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